
     

 

 

 

平成２７年 ７月２４日（金） 

国土交通省関東地方整備局   

鹿島港湾・空港整備事務所  

記 者 発 表 資 料 

 

平成２６年度優良工事等の事務所長表彰について 

 

 関東地方整備局鹿島港湾・空港整備事務所では、平成２６年度に完了した工事及び業

務の中で、特に優れた成績を収めた工事について、平成２６年度の事務所長表彰を下記

により執り行います。 

 

記 

『ひたちなか会場』 

 １．日   時： 平成２７年 ７月３０日（木）１４時００分から 

 ２．場   所： ホテルニュー白亜紀 

 ３．表彰件数等： 優良工事 ２件、優秀工事技術者 ２名、 

優良下請企業及び優秀下請技術者 １件及び１名 

 

発表記者クラブ 

竹芝記者クラブ・神奈川建設記者会・横浜海事記者クラブ・ 

茨城県政記者クラブ 

 

問い合わせ先 

所属  関東地方整備局 鹿島港湾・空港整備事務所 

担当  副所長  西谷
に し や

 和人
かずひと

 

電話  ０２９９－８４－７７１１ 

 

 

 

 

 

平成 27 年 7 月 30 日 

１５：００以降 

解   禁 

扱

 

い



平成２６年度優良工事等の表彰について 

 

１．目的 

（優良工事表彰）  

優良工事表彰は、鹿島港湾・空港整備事務所発注の工事を受注し、その施工が

優秀であって他の模範とするに足りるものを表彰することにより、技術の向上及

び円滑な事業の推進に資することを目的とします。  

（優秀工事技術者表彰）  

優秀工事技術者表彰は、鹿島港湾・空港整備事務所発注の工事を担当した現場

代理人及び主任（監理）技術者の中から表彰を行うことにより、技術者の誇りと

資質の向上を図り、もって円滑な事業の推進に資することを目的とします。  

（優良下請企業及び優秀下請技術者表彰）  

優良下請企業及び優秀下請技術者表彰は、鹿島港湾・空港整備事務所発注の工

事を担当した下請企業及び当該下請企業の担当技術者の中から表彰を行うこと

により、下請企業の技術の向上及び円滑な事業の推進を図り、もって建設業の健

全な発展に資することを目的とします。  

 

２．平成２６年度優良工事等［事務所長表彰］（別紙参照） 

・ 優良工事           ： ２件 

・ 優秀工事技術者        ： ２名 

・ 優良下請企業及び優秀下請技術者: １件及び１名 

 

３．優良工事等の概要及び表彰理由［事務所長表彰］（資料参照） 

 

４．表彰式［事務所長表彰］ 

表彰式は、優良工事等の表彰受賞の社が出席し、事務所長から表彰状が授与

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 別  紙  

 

平成２６年度優良工事等 

 

１．優良工事及び優秀工事技術者 

工事名 
工事場所 

工  種 

優秀工事 

技術者名 

職  名 

業  者  名 

代 表 者 名 

住     所 

茨城港常陸那珂港区中央ふ頭

地区岸壁（-12ｍ）（耐震）裏

込・裏埋工事        

茨城港 

常陸那珂港区

港湾土木 

 

松尾
ま つ お

 篤人
あつひと

 

現場代理人 

りんかい日産建設（株）

塚本
つかもと

 喜之
よしゆき

 

東京都港区芝2-3-8 

 

工事名 
工事場所 

工  種 

優秀工事 

技術者名 

職  名 

業  者  名 

代 表 者 名 

住     所 

鹿島港外港地区南防波堤本体

工事（その２）       

鹿島港 

港湾土木 

 

及川
おいかわ

 秀幸
ひでゆき

 

監理技術者 

信幸建設（株） 

木田
き だ

 正弘
まさひろ

 

東京都千代田区神田司町

2-2-7 

 

２．優良下請企業及び優秀下請技術者 

担当工事名 対象工種 

優秀下請 

技術者名 

職  名 

業  者  名 

代 表 者 名 

住     所 

茨城港常陸那珂港区中央ふ頭

地区岸壁（-12ｍ）（耐震）裏

込・裏埋工事        

裏込・裏埋工

 

浅井
あ さ い

 続
つづく

 

主任技術者

関門港湾建設（株） 

清原
きよはら

 生郎
せいろう

 

山口県下関市細江新町

3-54 

 

 



 資  料  

 

 

国土交通省関東地方整備局 鹿島港湾・空港整備事務所 

 

平成２６年度優良工事等の事務所長表彰について 

 

記者発表資料（参考資料） 

 

 

 

 

平  成  ２６  年  度 

優良工事及び優秀工事技術者 

優良下請企業及び優秀下請技術者 

事務所長表彰の概要及び表彰理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成27年 7月24日 

国土交通省関東地方整備局 

鹿島港湾・空港整備事務所 

 

 

 

 

 

 



優良工事及び優秀工事技術者 事務所長表彰の概要及び表彰理由 

工事番号－１ 

業者名
ふ り が な

 りんかい日産
にっさん

建設
けんせつ

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 

技術者名
ふ り が な

 松尾
ま つ お

 篤人
あつひと

 職種 現場代理人 

工事名
ふ り が な

 茨城港
いばらきこう

常陸
ひ た ち

那珂港区
な か こ う く

中 央
ちゅうおう

ふ頭
ふ と う

地区
ち く

岸壁
がんぺき

（-12m）（耐震
たいしん

）裏
うら

込
ごめ

・裏埋
うらうめ

工事
こ う じ

工期 （自）平成26年 6月25日   （至）平成27年 3月18日 

工事概要  本工事は、茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区岸壁（-12ｍ）（耐震）の

裏込・裏埋工を実施するものである（施工延長 裏込・裏込埋工 294m）。

・裏込・裏埋工 裏込石 14,636m3、裏込均 2,089m2、裏埋材 91,619m3

表彰理由  岸壁（-12m）（耐震）の整備にあたっては、背後企業である大手建設

機械メーカーから、早期供用の要望を受けており、1日も早い整備完了を

目指しているところである。 

そのため、輻輳する工事の調整や工程管理など、適切な施工管理を行う

必要がある。 

 本工事は、岸壁（-12m）（耐震）の裏込・裏埋工を行うものである。

前述の施工管理に加え、裏込・裏埋材の投入に際しては、安全に施工す

るため別件工事との作業時間の調整及び材料の確実な調達が必要であっ

た。厳しい工程の中で上記施工管理により無事に工事を完了することが

できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏込石均し状況            裏埋材投入状況 

 

 

 

 

 

 



 

優良下請企業及び優秀下請技術者 事務所長表彰の概要及び表彰理由 

工事番号－１ 

業者名
ふ り が な

 関門
かんもん

港湾
こうわん

建設
けんせつ

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 

技術者名
ふ り が な

 浅井
あ さ い

 続
つづく

 職種 主任技術者 

工事名
ふ り が な

 茨城港
いばらきこう

常陸
ひ た ち

那珂港区
な か こ う く

中 央
ちゅうおう

ふ頭
ふ と う

地区
ち く

岸壁
がんぺき

（-12m）（耐震
たいしん

）裏
うら

込
ごめ

・裏埋
うらうめ

工事
こ う じ

工期 （自）平成26年 6月25日   （至）平成27年 2月20日 

工事概要  本工事は、茨城港常陸那珂港区中央ふ頭岸壁(-12m)（耐震）の裏込・

裏埋工を実施するものである（施工延長 裏込・裏埋工 294m）。 

・裏込・裏埋工 裏込石 14,636m3、裏込均 2,089m2、裏埋材 91,619m3 

下請工事 

概要 

本工事のうち、主要な工種となる裏込・裏埋工の材料投入を実施した。

表彰理由  厳しい工程の中で、適正な施工機械及び人員を確保し、工程の進捗、

安全対策に貢献した。 

特筆すべき

事項 

 ・投入能力向上による工程の進捗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



優良工事及び優秀工事技術者 事務所長表彰の概要及び表彰理由 

工事番号－２ 

業者名
ふ り が な

 信幸建設株式会社
しんこうけんせつかぶしきがいしゃ

 

技術者名
ふ り が な

 及川
おいかわ

 秀
ひで

幸
ゆき

 職種 監理技術者 

工事名
ふ り が な

 鹿島港
かしまこう

外港
がいこう

地区
ち く

南防波堤
みなみぼうはてい

本体
ほんたい

工事
こ う じ

（その２） 

工期 （自）平成26年12月17日   （至）平成27年 3月27日 

工事概要  本工事は、鹿島港外港地区南防波堤の本体工を施工するものである。

・ケーソン製作２函、ケーソン進水２函、ケーソン仮置２函 

表彰理由  本工事は、鹿島港外港地区国際物流ターミナル整備事業の一環として、

南防波堤のケーソンを製作・海上仮置するものである。 

 本工事は、25m 級の長大ケーソンを製作・海上仮置するものであり、効

率的なクレーン作業とドライドックゲートとほぼ同じ幅のケーソンの安

全な引き出しが重要となっており、年間を通じて厳しい気象・海象条件

下での施工となることにより、工程管理及び安全管理が重要となった。

 そのため、ケーソン製作では複数クレーンのアームの衝突防止対策や

標準よりも大型なクレーンの使用により作業効率の向上を図るととも

に、ドライドックからの引き出し時には、様々な緩衝材の配置とウィン

チ等の配置により安全にケーソンを進水させ安全に工期内に完了した。

  

ケーソン製作完成            ドライドックからの引き出し状況 

 

 

 

 

 

 


